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ジブチ月例報告  

（２０２５年８月）  

在ジブチ日本国大使館  

 

【外政】  

●８月９日、ガコソ・コンゴ（共）外務・仏語圏・在外自国民大臣はジブチを訪問

し、ゲレ大統領との間で会談を行い、ユネスコ総会議長選挙への支持要請を行った。 

●８月１１日、へレム環境・持続的開発大臣は、ジュネーブで開催中のプラスチッ

ク環境汚染防止、国際条約とりまとめを目指した会議に参加した。 

●８月１３日、ゲレ大統領は、ＩＧＡＤ議長としてオウィノウ南スーダン合同監視

評価委員会委員長と会談を行い、オウィノウ委員長から四半期報告書が共有され

た。ＩＧＡＤが南スーダン和解と開発への努力を支援することにコミットしている

ことを再確認した 

●８月２０日から２２日、オマール外務・国際協力大臣は、ＴＩＣＡＤに参加する

ため訪日し、岩屋外務大臣、ＪＩＣＡ理事、横浜市長、日ジブチ友好協会会員等と

の間で会談を行った。 

●８月２５日、ヨニス・エネルギー天然資源大臣は、モロッコ大使館との間で、再

生可能エネルギー等について会談を行った。 

●８月２７日から２９日、ムスタファ国民教育・職業訓練大臣はモスクワを訪問し、

人工知能、ジブチの高校の近代化、デジタル教育プラットフォームの構築、ロシア

語学習の促進に関して議論した。 

●８月２８日、オマール外務・国際協力大臣はソマリアを訪問し、ハッサン・ソマ

リア大統領と会談を行った。 

 

【経済・開発】  

●８月１日、アディスアベバにおいてアディスアベバ・ジブチ鉄道の職員への表彰

式が実施された。カシーム地方分権担当大臣は、スピーチにおいて「鉄道が輸送手

段だけでなく、平和、文化、観光成長の原動力である」と述べ、同式典にはディリ

エ・大統領顧問（インフラ担当）、モハマド・ジブチ鉄道会社社長、ユスフ・アデ

ィスアベバ・ジブチ鉄道副社長などを含む大規模な代表団が参加した。 

●８月５日から１４日、２０２５-２０３０年国家開発計画（ＰＮＤ）策定の一環と

して、全国的な協議が行われた。社会経済状況、地域開発における課題の特定、関

係当局、市民社会、若者、経済関係者との包括的な対話を通して地域社会ニーズを

収集した。 
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●８月５日、ジブチの保険会社タミニ・アシュランスは、ケニアのイスラム保険の

大手企業であるタカフル・インシュランス・オブ・アフリカを買収したと発表した。 

●８月７日、ヨニス・エネルギー天然資源大臣は、ゴロバノフ駐ジブチ露大使との

間で、エネルギー・鉱物資源について会談を行った。 

●８月２８日、ヨニス・エネルギー天然資源大臣は、中国 Salt Investment S.A.、

Beijing China-Mining Jinfa Technology(ＢＣＭＪＦ)と投資協定に署名した。 総

額３８００万ドルを超えるこの合意は、アッサル湖における工業用及び食用塩の生

産を段階的に増強することを定めている。 

 

【保健・衛生・社会】  

●ヒボ青年・文化大臣が率いる約６０名のジブチ代表団は８月１日から１０日まで

セーシェルで開催された第１３回インド洋青少年スポーツ委員会（ＣＪＳＯＩ）競

技会に参加した。ジブチは金メダル４個を含む計９個のメダルを獲得した。 

●８月３日、外務・国際協力省が当地ＵＮＨＣＲ事務所とともに難民支援アピール

会合を開催した。 

●８月６日、インド・アフリカ留学プログラム（ＩＡＭＳＳ）において１５人のジ

ブチ人留学生が選抜された。 

●８月７日、La Nation紙は、女性は国内発展の重要な地位を占めるとして、女性

活躍と社会進出について特集を掲載した。 

●８月１２日、ヒボ青年・文化大臣は、第４回国民青年デー開始式のため、イドリ

ス・ファラフ・アバネ警察アカデミー（ＡＰＩＦＡ）を訪問した。首都と地方から

集まった２５０人の若者が同プログラムのために様々な活動に参加した。 

●８月１９日、バードン法務・刑務大臣は、ディキルを訪問し、建設中の法務関連

施設を視察し、地方有力者との間で会談を行った。 

●８月２１日、ゲレ大統領は、サアド・オマル・ゲレ財団が資金提供したタジュラ

初の透析センターの開設式に参加した。 

●８月２３日、ジブチ国立図書館・公文書館において、「ロシア映画の夜」と題し

た文化交流イベントが開催され、ヒボ青年・文化大臣、ゴロバノフ駐ジブチ露大使

が参加した。 

 

【軍事・治安】  

●７月３１日から８月２日、内務省は、アイラ・ホテルにおいて人身売買及び不法

移民取引に関連する犯罪組織対策地域ワークショップを５日間にわたり開催した。 

●８月５日、ザッカリア統合参謀総長の出席の下、アリ・オウネイ訓練基地でＡＵ

ソマリア安定化支援ミッション（ＡＵＳＳＯＭ）に派遣される部隊の出発式が行わ

れた。３７３名からなる部隊がソマリアに派遣される。 
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●８月２０日、ジブチ税関当局はアリ・サビエ州複合部隊（ＢＩＡＳ）と連携し、

ガリレ国境検問所にてエチオピアからのカート（当館注：興奮作用のある嗜好品）

を含む大量の密輸品を摘発した。 

●８月３１日、ジブチ税関当局は、アリ・サビエにおいて、カートを含む５.５トン

の密輸品を摘発した。 

  

【日本関係】  

●８月４日、原大使は、離任挨拶のためにアブドゥルカデル首相及びディレイタ国

民議会議長を表敬訪問。 

●８月５日、原大使は、離任挨拶のためにオマール外務・国際協力大臣を表敬訪問。 

●８月５日、原大使は、ＵＮＤＰジブチ事務所に着任したロカサルヴォ新代表の表

敬訪問を受け、意見交換を行った。 

●８月１０日、原大使は、離任挨拶のためにジブチ憲法評議会アブディ議長、アラ

イタ前駐日ジブチ大使、外交研究所モハメッド所長を表敬訪問。 

●８月１１日、原大使は、アブドゥルカデル首相から６月２７日国家勲章オフィシ

エ章を授与された。 

●８月１２日、原大使は、離任挨拶のためにワイス・ジブチ沿岸警備隊長を表敬訪

問。 

●８月１７日、原大使は、離任挨拶のためにモハメッド農業・水・漁業・畜産・水

産資源大臣を表敬訪問。 

●８月１７日～１８日、中谷防衛大臣はジブチを訪問。ゲレ大統領、ディレイタ国

民議会議長を表敬訪問し、ハッサン国防大臣代行（インフラ・設備大臣）、オマー

ル外務・国際協力大臣と会談を行った。 

●８月１９日、原大使は、離任挨拶のためにハッサン・インフラ・設備大臣を表敬

訪問。 

●８月２０日、原大使は、離任挨拶のためにヨニス・エネルギー天然資源大臣、ム

スタファ国家教育・職業訓練大臣を表敬訪問。 

●８月２５日、原大使は、離任挨拶のためにアフメッド保健大臣を表敬訪問。 

●８月２６日、原大使は、離任挨拶のためにヒボ青年・文化大臣、ザッカリア国家

憲兵隊隊長を表敬訪問。 

●８月２７日、原大使は、離任挨拶のためにイリアス経済・財務大臣を表敬訪問。 

●８月２８日、原大使は、離任挨拶のためにゲレ大統領を表敬訪問。 

 

 

（了）  

 


